
※
7
月
25
日
（
日
）
か
ら
9
月
12
日

（
日
）
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
通
常
総

会
、
本
部
例
会
で
す
が
、
さ
ら
に
緊
急

事
態
宣
言
が
9
月
12
日
（
日
）
ま
で
延

長
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
の
第
５
波
が
来
て

お
り
ま
す
の
で
、
事
態
が
か
な
り
改
善

さ
れ
な
い
限
り
、
中
止
に
な
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
場
合
、
９
月
5
日
（
日
）
の
週

に
公
式
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す

の
で
、
ご
参
加
予
定
の
方
は
事
前
に
チ

ェ
ッ
ク
願
い
ま
す
。

　

通
常
総
会
は
年
度
初
め
の
６
月
開
催

の
公
式
行
事
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
延
期

す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
今
年

度
は
特
別
措
置
と
し
て
、
理
事
会
承
認

を
も
っ
て
、
２
０
２
１
年
度
の
通
常
総

会
の
代
替
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

会
員
の
皆
様
に
ご
了
承
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

も
し
そ
の
場
合
、
志
賀
一
雅
先
生
の

御
講
演
は
12
月
の
本
部
例
会
に
延
期
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

九
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の

お
知
ら
せ

※�

会
員
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
通
常
総

会
、
一
般
の
方
は
午
後
2
時
か
ら
の

本
部
例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
3
年
9
月
12
日（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
2
時　

通
常
総
会

　

午
後
2
時
10
分
〜
4
時
40
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
演
E
S
P
や
P
K
現
象
を
脳
波
で

解
明
す
る
!

　
　
　
　

講
師　

志
賀  

一
雅 

氏

E
S
P
や
P
K
現
象
は
現
代
科
学
で

は
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
充
分
に
解
明
さ

れ
な
い
ま
ま
未
科
学
現
象
と
し
て
好
奇

の
対
象
だ
け
で
片
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
日
常
の
生
活
で
は
E
S
P
や
P�

K
現
象
を
頻
繁
に
活
用
し
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
計
測
可
能
な
脳
波
を
介
在
さ

せ
て
現
象
の
解
明
を
試
み
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
電
離
層
に
あ
る
ヴ
ァ
ン

ア
レ
ン
帯
の
プ
ラ
ズ
マ
振
動
に
よ
っ
て

発
生
す
る
4
種
類
の
電
磁
波
（7.8H

z, 
13.6H

z, 19.8H
z, 25.4H

z

）
と
脳
波

に
含
ま
れ
る
周
波
数
と
が
共
鳴
し
た
と

き
に
E
S
P
や
P
K
現
象
の
起
き
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
ア
カ

シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
の
よ
う
に
ヴ
ァ
ン
ア

レ
ン
帯
が
情
報
の
ク
ラ
ウ
ド
に
な
り
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源
に
も
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
講
演
で
は
実
際
に
計
測
し
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今
月
号
の
記
事

◎�

九
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の
お
知

ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎�

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
新
会
長
就
任

の
ご
挨
拶

◎�

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
前
会
長
退
任

の
ご
挨
拶

★
創
立
45
周
年
記
念
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎�

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
9
月
〜
11
月

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
44
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
令
和
元
年
9
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅲ

◎
第
四
五
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
五
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
健
康
で
長
寿
の
生
き
方

◎�

意
識
が
物
質
化
し
て
、
物
質
の
作
用

を
助
け
て
い
る

◎
気
づ
き



❷

た
い
く
つ
か
の
デ
ー
タ
を
ご
覧
い
た
だ

き
ご
討
議
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

※
志
賀
一
雅
氏
は
ご
自
分
で
開
発
さ
れ

た
脳
波
測
定
器
で
永
年
、
多
く
の
ス
ポ

ー
ツ
選
手
、
芸
術
家
、
瞑
想
家
、
能
力

者
の
脳
波
測
定
を
さ
れ
、
そ
の
独
自
の

分
析
に
よ
り
、
多
く
の
発
見
を
さ
れ
、

論
文
も
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
多

く
の
有
名
な
企
業
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
貢
献

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
気
さ
く
で
お
話
も

大
変
分
か
り
や
す
い
先
生
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘

い
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
志
賀
一
雅
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
7
年　

東
京
生
ま
れ

1�

9
6
1
年　

電
気
通
信
大
卒 

松
下
電

器
入
社

1�

9
7
6
年　

東
大
工
学
部
計
数
工
学

科
で
α
波
研
究

1�

9
8
3
年　

松
下
電
器
退
社 

脳
力
開

発
研
究
所
設
立 

現
在　

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
日
本

医
療
催
眠
学
会
顧
問
。

著
書　

奇
跡
の
《
地
球
共
鳴
波
動

7.8H
z

》
の
す
べ
て
（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）

他
多
数

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
8
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　
　

匿　
　

名　

様

金
十
万
円
也　
　
　

森
安　

政
仁　

様

金
一
千
円
也　
　
　

信
太　

民
久　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

※
2
0
2
1
年
9
月
1
日
に
、
九
州
日

本
サ
イ
科
学
会
の
会
長
は
森
安
政
仁
氏

か
ら
、
伽
羅
氏
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

新
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

前
九
州
代
表
森
安
政
仁
様
よ
り
引

き
継
が
せ
て
頂
き
ま
し
た
新
任
の
伽
羅

（
き
ゃ
ら
）
と
申
し
ま
す
。
ま
だ
、
日
本

サ
イ
科
学
会
を
存
じ
上
げ
て
か
ら
日
が

短
く
右
往
左
往
す
る
こ
と
ば
か
り
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
前
代
表
の
森
安
様
や

日
本
サ
イ
科
学
会
の
事
務
局
長
を
は
じ

め
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
指
導
の
も
と
、

一
歩
一
歩
進
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

い
つ
も
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
楽
し
み

に
拝
見
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
記
録
を
残
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
様
々
な
体
験
を
す
る
で
あ
ろ
う

潜
在
的
な
未
来
の
方
々
に
と
っ
て
の
支

え
と
な
り
希
望
と
な
り
、
大
変
意
味
を

持
つ
行
い
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

サ
イ
そ
の
も
の
を
信
じ
る
信
じ
な
い
、

ま
ず
は
そ
の
入
口
か
ら
人
間
の
思
考
は

自
動
的
な
選
択
が
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ

う
け
れ
ど
、
人
間
で
あ
る
誰
も
が
備
え

て
い
る
霊
性
は
思
考
と
は
全
く
別
の
分

野
で
個
性
を
発
揮
し
た
い
と
い
う
意
志

を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

事
に
目
を
背
け
続
け
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
、
一
度
実
感
し
た
な
ら
ば
迷
う

こ
と
な
く
そ
の
為
に
人
間
は
動
き
ま
す
。

本
当
の
生
き
方
本
当
の
自
分
、
そ
の

事
を
一
度
も
考
え
た
事
の
な
い
人
が
い

る
で
し
ょ
う
か
。
目
に
は
見
え
な
い
世

界
に
触
れ
る
こ
と
は
、
本
来
の
自
分
と

人
間
社
会
で
築
き
上
げ
た
社
会
的
思
考

と
を
リ
ン
ク
さ
せ
ロ
ー
カ
ル
で
あ
っ
た

視
野
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
に
、
更
に
は
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
に
変
え
て
い
く
も
の
と
な

り
ま
す
。

自
身
の
霊
性
が
い
つ
ま
で
も
ロ
ー
カ

ル
な
ま
ま
で
は
満
足
で
き
な
い
事
を
私

た
ち
は
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
と
繋

が
る
一
つ
一
つ
の
実
感
が
幸
福
で
あ
る

と
存
じ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
意
志
を
共
に

持
ち
、
共
に
話
せ
る
仲
間
と
出
会
う
こ

と
は
私
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
喜
び
で

あ
り
幸
福
な
の
で
す
。
皆
さ
ま
と
共
に

日
本
サ
イ
科
学
会
を
盛
り
上
げ
る
者
と

し
て
お
役
に
立
て
ま
し
た
ら
幸
い
に
存

じ
ま
す
。

ま
た
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
私

の
霊
に
対
す
る
経
験
が
サ
イ
科
学
の
さ

ら
な
る
発
展
に
貢
献
で
き
ま
す
事
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
簡
単

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
九
州
代
表
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

前
会
長
退
任
の
ご
挨
拶

私
は
こ
の
会
に
入
会
し
て
、
た
く
さ

ん
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

�

（
4
頁
に
続
く
）



❸

★日本サイ科学会　創立45周年記念大会★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2021年10月23日（土）10 :00～16 :40

（会場）　北とぴあ7階第1研修室

（交通）　JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の階段を下り

　改札口を出て見える高層ビル

（会費）　会員　¥3,000（含当日入会申込者）　一般　¥4,000　 学生　¥2,000

		  上記会費は、予稿集代 を含みます。

		  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

<プログラム>　（敬称略）
  9 : 30		  開場

10 :00～10 :10	 開会のご挨拶　浪平 博人 会長

◎第１部：会員の研究発表（4名）（各20分発表、5分質疑応答／1人）
10 :10～10 :35	 瀬尾 泰範 「�CD 100万枚以上セール実績のあるシンガーソングライ

ターの出生チャートの統計的解析（２）」

10 :35〜11 :00	 橋谷 誠一 「AMIを用いた外気の客観評価の可能性検討」

11 :00〜11 :25	 竹本 良 「サイと宇宙人革命」

11 :25〜11 :50	 浪平 博人 「来る時代の激震の本質および対応としての教育改革」

11 :50～12 :50	 昼休み（60分）

◎第２部：シンポジウム　テーマ「サイと瞑想」
12 :50〜12 :55	 大会委員長挨拶 小林 泰樹 理事

12 :55〜13 :00	 司会進行　阿久津 淳（演者プロフィールを順次紹介）

13 :00〜13 :20	 小林 泰樹 「光の瞑想法」

13 :20〜13 :40	 石川 允朗 「瞑想と呼吸」

13 :40〜14 :00	 小林 信正 「特異能力者における脳内活動の科学的研究」

14 :00〜14 :20	 伽羅 「初恋と瞑想のサイ」

14 :20〜14 :40	 休憩（20分）

14 :40〜15 :00	 伏見 真光 「月輪観」

15 :00〜15 :20	 石井 数俊 「瞑想は異次元へのアクセス」

15 :20〜16 :30	 パネルディスカッション

16 :30〜16 :35	 会員優秀発表表彰式　浪平 博人 会長

16 :35〜16 :40	 閉会の挨拶　久保田 昌治 理事長

17 :30〜19 :30	 懇親会（希望者：当日受付）



❹

ま
ず
は
そ
の
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
、
役
員
の
方
々
の
心
が

ひ
と
つ
に
つ
な
が
る
中
、
楽
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
で
の
経
験
か

ら
、
目
に
見
え
な
い
世
界
に
気
づ
く
こ

と
で
、
誰
も
が
幸
せ
に
な
れ
る
、
目
に

見
え
な
い
世
界
で
心
と
心
が
つ
な
が
っ

て
い
れ
ば
、
お
互
い
に
自
然
と
助
け
合

っ
て
い
け
る
と
、
改
め
て
信
じ
る
次
第

で
す
。

日
常
生
活
で
も
同
じ
で
す
。

会
社
、
商
店
、
個
人
に
お
い
て
も
、

世
の
中
の
真
理
は
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま

す
。健

康
と
人
と
の
和
は
人
生
の
宝
で
あ

り
、
争
い
は
不
幸
の
始
ま
り
と
な
る
。

こ
れ
に
尽
き
ま
す
。

命
を
い
た
だ
い
て
い
る
先
祖
、
父

母
、
兄
弟
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
・
・
・

さ
ら
に
は
人
生
で
出
会
う
人
々
が
、
互

い
に
許
し
合
い
、
助
け
合
う
。
そ
ん
な

絆
で
結
ば
れ
た
、
和
や
か
で
笑
顔
あ
ふ

れ
る
毎
日
こ
そ
、
健
康
で
幸
せ
な
、
素

晴
ら
し
い
人
生
な
の
だ
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
方
々
に
支
え
ら
れ
、
心

の
勉
強
を
続
け
て
40
年
。

終
わ
る
こ
と
の
な
い
真
理
の
追
求
に

あ
た
り
、
今
後
も
日
本
サ
イ
科
学
会
の

皆
様
と
共
に
歩
め
る
幸
せ
を
か
み
し
め

る
と
共
に
、
さ
ら
に
心
を
磨
け
る
よ
う

気
持
ち
を
引
き
締
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

コ
ロ
ナ
禍
の
深
層

　
　
　

講
師　

井
上　

正
康
Ｍ
．Ｄ

�

（
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
名
誉
教
授
）

日
時　

令
和
3
年
9
月
18
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿（
2
階
）

交
通
・�

阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下

茶
屋
」駅
下
車
徒
歩
5
分

　

・�

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭

和
町
」駅
か
ら
徒
歩
15
分

　

・�

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍

野
筋
沿
い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

非
会
員
三
千
円　

学
生
一
千
円

終
了
後
に
講
師
を
囲
む
懇
親
会

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加

予
約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

http://ladies.jp/kps/

医
学
者
と
し
て
数
多
く
の
実
績
を
も

つ
井
上
正
康
氏
（
医
学
博
士
）
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
」
に
彩
ら
れ
る
現
代
の
世
相
に

向
け
て
率
直
な
発
言
を
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
国
内
外
に
多
大
な
影
響
力
を
も
つ�

こ
の
感
染
症
（CO

V
ID
-19

）
に
、
わ

た
し
た
ち
は
今
後
ど
の
よ
う
に
対
処
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
専
門
的
な

立
場
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
の
深
層
」
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
く
ま
た
と
な
い
機

会
で
す
。
皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◎
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

井
上
正
康（
い
の
う
え 

ま
さ
や
す
）氏

　

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
、
医
学
博

士
。
大
阪
市
立
大
学
健
康
科
学
研
究
所

所
長
（
産
業
医
学
）・
現
代
適
塾
塾
長
。

1
9
4
5
年
広
島
県
に
生
ま
れ
る
。

　

岡
山
大
学
医
学
部
卒
業
。
イ
ン
ド
ペ

ル
シ
ャ
湾
航
路
船
医
を
へ
て
同
大
学
院

修
了（
病
理
学
、
医
博
）。
1
9
8
0
年

A
lbert Einstein 

医
科
大
学
内
科
学

准
教
授
。
1 

9 

8 

2
年T

ufts 

大
学

医
学
部
教
授
（
分
子
生
物
学
）
お
よ
び

熊
本
大
学
医
学
部
教
授
（
生
化
学
）。

1
9
9
2
年
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
教

授
（
分
子
病
態
学
）。
2
0
1
1
年
同

大
学
特
任
教
授
（
脳
科
学
）、
宮
城
大

学
理
事
・
副
学
長
。
2
0
1
3
年
よ
り

健
康
科
学
研
究
所
所
長
（
産
業
医
学
）

お
よ
び
大
人
の
学
校
『
現
代
適
塾
』
塾

長
。
著
書
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
が
本
当
に

こ
わ
く
な
く
な
る
本
」（
共
著
）
ほ
か
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

数
字
で
読
み
解
く
ヒ
ト
と
セ
カ
イ
、

ミ
ラ
イ

　
　
　

講
師　

難
波　

双
六 

氏

�

（
言
霊
予
知
術
宗
家
）　

日
時　

令
和
3
年
10
月
16
日（
土
）



　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿（
2
階
）

交
通
・�
阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下

茶
屋
」駅
下
車
徒
歩
5
分

　

・�

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭

和
町
」駅
か
ら
徒
歩
15
分

　

・�

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍

野
筋
沿
い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

非
会
員
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会（
17
：
30
～
19
：
30
）

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加

予
約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

http://ladies.jp/kps/

「
言
霊
予
知
術
」（
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ

イ
ン
ト
刊
）
は
通
算
1
万
部
を
超
え
る

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
、『
占
い
師
の
タ
ネ
本
』

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
西
洋
で
は
、

誕
生
日
や
名
前
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を

一
桁
の
数
字
に
還
元
し
て
占
う
「
ニ
ュ

メ
ロ
ロ
ジ
ー
」
が
盛
ん
で
す
が
、
日
本

で
は
「
九
星
術
」
が
こ
れ
に
相
当
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
数
字
占
い
」
を

総
じ
て
「
数
霊
（
か
ず
た
ま
）」
と
言
う

人
も
い
ま
す
。

ま
た
暦
や
風
水
の
占
い
で
は
、「
陰

陽（
い
ん
よ
う
）五
行（
ご
ぎ
ょ
う
）説
」

の
考
え
方
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
人
の
性
格

は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
や
世

界
、
さ
ら
に
未
来
を
、
わ
ず
か
9
種
類

の
数
字
で
読
み
解
こ
う
と
い
う
の
が
こ

の
占
い
の
狙
い
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
名
前
や
地
名
を
数

字
に
直
す
方
法
、
数
字
の
読
み
方
、
数

字
の
裏
表
・
・
な
ど
に
つ
い
て
解
説
、

ま
た
日
付
や
地
名
な
ど
か
ら
、
世
界
の

動
向
や
未
来
を
読
み
解
く
テ
ク
ニ
ッ
ク

に
つ
い
て
も
お
話
し
し
ま
す
。

◎
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

難
波
双
六（
な
ん
ば 

す
ご
ろ
く
）氏

　

言
霊
（
こ
と
だ
ま
）
予
知
術
宗
家
。

日
本
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト
研
究
所

代
表
。
1
9
8
8
年
マ
レ
ー
シ
ア
を

旅
行
中
、
イ
ン
ド
人
の
経
営
す
る
本
屋

で
西
洋
「
ニ
ュ
メ
ロ
ロ
ジ
ー
」
の
ル
ー

ツ
が
日
本
の
天
文
学
（
九
星
術
）
で
あ

る
こ
と
を
知
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト

「
ナ
ン
バ
ー
ス
コ
ー
プ
」
を
開
発
。
実

査
（
占
い
）
に
よ
り
数
千
件
の
デ
ー
タ

を
集
積
し
て
1
9
9
2
年
「
言
霊
予
知

術
」（
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト
刊
）
を

上
梓
し
た
。
以
後
版
を
重
ね
て
い
わ

ゆ
る
「
占
い
師
の
種
本
」
と
も
な
っ
て

い
る
。「
ダ
ウ
ジ
ン
グ
」
の
分
野
で
は
、

在
米
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ザ
ー
、
故
ビ
ル
・

コ
ッ
ク
ス
氏
と
協
同
で
日
本
初
と
な

る
処
女
水
の
深
井
戸
掘
削
（
1
9
9
5

年
洲
本
市
、
1
9
9
7
年
福
知
山
市

六
十
部
）を
成
功
さ
せ
た
。

著
書
に
「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト

の
秘
密
」（
ア
ニ
マ
2
0
0
1
刊
）、「
直

観
と
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」（
ビ
ル
・

コ
ッ
ク
ス
氏
他
と
共
著
、
浪
速
社
刊
）

ほ
か
。
論
文
に
「
言
霊
の
解
明
と
セ
ラ

ピ
ー
へ
の
応
用
」
ほ
か
、
翻
訳
（
論
文
）

に
「
構
造
（
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
）
地
震
の

性
質
に
つ
い
て
」（
ス
コ
ベ
リ
ン
：
ク
ラ

シ
ノ
ヤ
ノ
ス
ク
地
質
学
研
究
所
）な
ど
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ス
の『
気
』エ
ネ
ル
ギ
ー

を
防
御
す
る
に
は

　
　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉 

氏

　
（�
医
療
法
人
春
鳳
会
は
し
も
と
内
科

外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
、
医
師
、

医
学
博
士
）

日
時　

令
和
3
年
11
月
13
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

講
堂

交
通　

�

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ
地
下

　

�

2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

非
会
員
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加

予
約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

http://ladies.jp/kps/

普
通
に
生
き
て
い
た
ら
、
知
ら
ず
と

も
何
ら
か
の
「
マ
イ
ナ
ス
（
有
用
で
な

い
）『
気
』
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
誰
し
も
が
受

け
て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

無
い
人
も
い
ま
す
が
、
倦
怠
感
な
ど
を

感
じ
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
相
談
に
応
じ
て
い

る
と
き
「
マ
イ
ナ
ス
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い
っ
た

質
問
を
よ
く
受
け
ま
す
が
、
こ
れ
に
答

え
る
と
き
は
い
つ
も
戸
惑
い
ま
す
。
マ

イ
ナ
ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
防
御

❺



❻

す
る
方
法
は
、
こ
れ
さ
え
や
れ
ば
Ｏ
Ｋ

と
い
う
も
の
で
な
い
か
ら
で
す
。

マ
イ
ナ
ス
の「
気
」エ
ネ
ル
ギ
ー
は
多

種
類
で
す
。
例
え
ば
特
定
の
電
磁
波
や

生
霊（
い
き
り
ょ
う
）
の「
気
」
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
そ
の
影
響
を

ブ
ロ
ッ
ク
す
る
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
マ
イ
ナ
ス
の「
気
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
そ
の
種
類
に
よ
り
防

御
法
も
異
な
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

ど
の
程
度
防
御
で
き
て
い
る
の
か
？ 

も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ス
の「
気
」エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
、
防
御
の
知
識
が
あ
る
人
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
防
御
グ
ッ
ズ
を
手
首
、
指
輪
、

首
飾
り
な
ど
付
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ
れ
で

ど
の
程
度
、
防
御
出
来
て
い
る
の
か
？ 

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
が
無

い
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
3
割
、

4
割
程
度
の
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
何
か
を
分

か
ら
ず
に
人
か
ら
聞
い
た
知
識
だ
け
で

選
ん
だ
グ
ッ
ズ
は
、
ま
っ
た
く
効
果
が

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
グ
ッ
ズ

が
マ
イ
ナ
ス
の
「
気
」
を
吸
い
込
ん
で

い
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
マ
イ
ナ
ス
の「
気
」

を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ

の
グ
ッ
ズ
が
1
0
0
％
の
防
御
力
が

あ
る
か
？ 

は
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
防
御

グ
ッ
ズ
が
1
0
0
％
の
防
御
力
あ
る

物
だ
と
判
定
さ
れ
て
も
、
大
抵
は
部
分

的
な
防
御
し
か
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

多
く
、
全
身
の
防
御
が
で
き
て
い
な
い

の
で
す
。
例
え
ば
、
上
半
身
だ
け
、
あ

る
い
は
左
側
だ
け
と
か
で
全
身
の
防
御

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
講
座
で
は
防
御
グ
ッ
ズ
を
ど

の
よ
う
に
選
べ
ば
よ
い
の
か
？ 

ま
た

ど
の
よ
う
に
使
え
ば
全
身
防
御
で
き
る

の
か
？ 

ま
た
、
日
常
よ
く
出
く
わ
す

マ
イ
ナ
ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
の
考
え
方
、
防
御
グ
ッ
ズ
の
使
い

方
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。
ま
た
私
が

実
際
に
使
っ
て
い
る
防
御
グ
ッ
ズ
に
つ

い
て
も
紹
介
、
さ
ら
に
受
講
者
が
持
っ

て
お
ら
れ
る
防
御
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て
も

チ
ェ
ッ
ク
い
た
し
ま
す
。

防
御
グ
ッ
ズ
を
既
に
使
っ
て
お
ら
れ

る
方
や
こ
れ
か
ら
防
御
グ
ッ
ズ
を
求
め

よ
う
と
考
え
て
お
ら
れ
る
方
、
ま
た
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
（
相
談
者
）
か
ら
マ
イ
ナ

ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
や
す

い
タ
イ
プ
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
や
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
さ
ん
に
は
特
に
受
講
を
お
勧
め

し
ま
す
。

◎
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

橋
本
和
哉（
は
し
も
と 

か
ず
や
）氏

大
阪
府
生
れ
。
大
阪
大
学
医
学
部
大

学
院
修
了
。
医
学
博
士
。
医
療
法
人
春

鳳
会
は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長
。
内
科
、
神
経
内
科
、
漢
方
な

ど
を
専
門
と
し
、
臨
床
に
医
療
ヨ
ガ
や

気
功
を
取
り
入
れ
、
独
自
に
開
発
し
た

気
当
て
診
断
、
天
賜
気
功
で
原
因
不
明

の
疾
患
に
対
処
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な

診
療
も
し
て
い
る
。

神
経
学
会
専
門
医
、
東
洋
医
学
会
専

門
医
、
内
科
学
会
認
定
医
、
温
泉
療
法

医
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
事
長
、
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
副
会
長
、
ホ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
医
学
研

究
会
理
事
。
著
書
に
「
医
師
が
語
る
霊

障
」（
創
芸
社
）
ほ
か
、
医
療
ヨ
ガ
に
関

す
る
書
籍
多
数
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
44
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
9
回 

異
能
科
学
会
議 

テ
ー
マ　

ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

賛
否
両
論
鳴
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ム

ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
計
画
」　

Ｐ
Ｓ
Ｉ
の
視
点

か
ら
眺
め
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
？

未
来
科
学
、PSIENC

E

か
ら
の
提
言
！

日
時　

令
和
3
年
12
月
26
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
2
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般 

二
千
円

　

学
生
／
サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
一
千
円

　

宇
宙
人
0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

講
師
を
囲
む
懇
親
会

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津  

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
元
年
9
月
本
部
例
会
報
告
Ⅲ

脳
波
と
ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン
帯
の
プ

ラ
ズ
マ
振
動
と
の
共
鳴
に
つ
い
て

　
　
　
　

講
師　

志
賀  

一
雅 

氏



❼

図
の
右
上
の
波
形
は
、
実
際
の
脳
波

で
あ
っ
て
、
横
軸
が
時
間
軸
で
縦
軸
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
強
さ
と
な
っ
て
お
り
、

左
下
の
電
磁
波
の
波
形
は
横
軸
は
時
間

軸
で
す
が
、
縦
軸
は
周
波
数
と
な
り
ま

す
。
周
波
数
の
変
動
を
見
ま
す
と
、
f

分
の
1
揺
ら
ぎ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

自
然
界
の
変
動
は
f
分
の
1
揺
ら
ぎ

が
通
常
で
、
そ
れ
に
合
っ
た
よ
う
な
変

化
だ
と
我
々
人
間
も
自
然
界
の
一
員
で

す
か
ら
、
心
地
良
く
受
け
入
れ
や
す
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

地
球
を
取
り
巻
く
空
間
で
電
磁
波
が

来
ま
す
か
ら
、
そ
の
電
磁
波
を
受
け
て

脳
波
が
発
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
私
達
が
知
る
限
り
で
は
、
脳

波
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
、「
脳
死
」

と
い
う
よ
う
に
死
を
意
味
し
ま
す
の

で
、
生
ま
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
お
互
い

に
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
脳
波

が
ま
っ
た
く
止
ま
ら
な
い
で
続
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
止
ま
ら
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ
か
ら
来
る
か
と

い
う
と
、
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
補
給
す
る
と
い
う
の
も
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
世
の
中
に
は
ま
っ
た

く
食
べ
な
い
人
も
い
ま
す
の
で
、
空
間

か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

取
り
込
む
と
き
に
電
磁
波
と
脳
波
の

周
波
数
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
さ
れ
て
取
り
込
め
ま
す
の
で
、
そ

れ
で
我
々
は
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い

の
か
な
、
と
い
う
感
じ
も
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
大
胆
な
仮
説
な
の
で
す

が
、
地
球
は
非
常
に
恵
ま
れ
た
状
況
、

す
な
わ
ち
大
き
さ
と
い
い
、
太
陽
か
ら

の
距
離
と
い
い
、
あ
る
い
は
地
盤
の
強

さ
と
い
い
、
そ
う
い
っ
た
も
の
全
部
に

関
わ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
電
離
層
が
出

来
た
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
電
離
層
は
月
に
も
無
い

し
、
お
そ
ら
く
火
星
に
も
無
い
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
か
ら
い
う
と
、
ひ
ょ
っ
と

し
て
月
と
か
火
星
に
は
ど
ん
な
に
調
べ

て
も
、
そ
の
土
地
か
ら
地
球
の
よ
う
に

鉱
物
で
い
え
ば
結
晶
と
な
る
水
晶
と

か
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
か
、
そ
う
い
っ

た
も
の
は
発
見
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
の
が
想
像
さ
れ
る
の
で

す
。
地
球
上
に
あ
ん
な
に
き
れ
い
な
鉱

物
、
宝
石
が
あ
る
、
あ
る
い
は
植
物
と

か
動
物
が
発
生
し
た
と
い
う
の
は
、
ヴ

ァ
ン
ア
レ
ン
帯
の
振
動
か
ら
来
る
の
で

は
な
い
か
と
思
え
る
の
で
す
ね
。

幸
い
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
に
「
は
や

ぶ
さ
2
」
を
飛
ば
し
て
、
そ
こ
の
岩
石

を
採
取
し
て
来
年
（
2
0
2
0
年
）
12

月
に
還
っ
て
き
ま
す
ね
。
そ
の
取
り
込

ん
だ
岩
石
の
中
に
地
球
と
そ
っ
く
り
さ

ん
の
結
晶
が
あ
れ
ば
、
私
の
考
え
は
は

な
か
ら
捨
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
多
分
無
い
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

上
図
の
右
下
の
脳
波
の
周
波
数
分
類

で
「
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
」
の
周
波
数

と
同
様
の
ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン
帯
の
周
波
数

に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
と
こ
ろ
の
隙
を
突
い

て
脳
が
活
動
す
る
の
が
、
人
間
の
知
恵

の
脳
波
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
間
は
素
晴
ら
し
い
文
明
を
築
い
た

の
で
す
が
、
行
き
詰
ま
っ
て
き
た
の

は
、
自
然
の
知
恵
を
ま
っ
た
く
取
り
込

ん
で
い
な
い
環
境
を
造
り
出
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
。
ま
だ
間
に
合
う
の

で
、
気
付
い
て
と
き
ど
き
瞑
想
し
ま
し

ょ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。

取
り
あ
え
ず
、
私
の
期
待
は
ヴ
ァ
ン

ア
レ
ン
帯
か
ら
来
る
電
磁
波
の
周
波
数

が
4
つ
だ
け
は
っ
き
り
分
か
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
振
動
に
基
づ
く
地
球
上

の
鉱
物
で
い
え
ば
結
晶
が
で
き
る
と

か
、
植
物
が
な
ぜ
発
生
し
た
か
と
い
う

の
も
、
多
分
ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン
帯
か
ら
の

い
ろ
い
ろ
な
揺
さ
ぶ
り
に
よ
り
構
成
が

起
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
動
物

の
発
生
も
ま
た
揺
さ
ぶ
り
か
ら
来
た
の

か
も
し
れ
な
い
こ
と
は
、
想
像
が
で
き

ま
す
け
れ
ど
も
、
検
証
は
で
き
ま
せ

ん
。逆

に
今
現
在
我
々
が
生
き
て
い
る
状

態
で
、
脳
波
が
測
れ
ま
す
し
、
後
で
紹

介
致
し
ま
す
け
れ
ど
、
生
後
2
ヶ
月
の



❽

赤
ち
ゃ
ん
の
脳
波
も
測
れ
ま
す
。
赤
ち

ゃ
ん
の
脳
波
と
大
人
の
脳
波
が
ど
う
違

う
の
か
、
老
人
の
脳
波
と
ど
う
違
う
の

か
を
見
て
い
っ
た
と
き
に
、
生
命
が
発

生
し
た
段
階
で
ど
う
い
う
振
動
が
予
想

で
き
る
か
、
と
い
う
の
は
議
論
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
こ
れ
も
実
際
に
測
定
し
て
こ

う
だ
と
証
明
し
た
い
の
で
す
が
、
ま
だ

想
像
の
段
階
で
す
。
私
た
ち
が
実
は
寝

て
い
る
と
き
の
脳
波
を
随
分
測
り
ま
し

た
。
そ
う
す
る
と
、
よ
く
言
わ
れ
て
い

る
レ
ム
（
R
E
M
）
睡
眠
と
い
う
の
が
、

周
期
的
に
起
き
る
ん
で
す
よ
。
な
ぜ
か

分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
目
玉
が
早
く

動
く
（Rapid Eye M

ovem
ent

）
こ

と
か
ら
命
名
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

レ
ム
睡
眠
の
と
き
の
脳
波
を
ず
っ
と

見
ま
す
と
、
上
図
の
右
上
4
つ
の
波
形

の
重
な
り
と
な
り
ま
す
。
だ
い
た
い
90

分
周
期
で
レ
ム
睡
眠
は
現
れ
る
と
い
う

こ
と
で
、
私
自
身
の
睡
眠
の
脳
波
を
何

回
も
測
っ
て
お
り
ま
す
。
レ
ム
睡
眠
は

5
分
か
ら
10
分
位
の
間
で
、
上
図
の
よ

う
な
脳
波
に
な
る
の
で
す
ね
。
と
い
う

こ
と
は
レ
ム
睡
眠
の
と
き
に
空
間
と
共

鳴
し
て
、
ヴ
ァ
ン
ア
レ
ン
帯
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
し
て
取
り
込
ん
だ
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、
約
90
分
後
の
次
の
レ
ム
睡
眠
ま
で

脳
が
分
配
し
て
い
る
、
と
勝
手
な
想
像

を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
次
の

レ
ム
睡
眠
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込

ん
で
い
る
、
だ
か
ら
睡
眠
は
大
事
な
ん

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

私
を
含
め
て
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
日

中
は
7
・
8
ヘ
ル
ツ
、
あ
る
い
は
13
・

6
ヘ
ル
ツ
の
脳
波
は
ほ
と
ん
ど
出
ま
せ

ん
。
で
は
何
が
出
る
か
と
申
し
ま
す

と
、
10
ヘ
ル
ツ
中
心
の
人
間
文
化
の
情

報
処
理
の
脳
波
状
態
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
中
に
「
え
っ
」
と
い
う

人
が
い
る
ん
で
す
。「
え
っ
」
と
い
う

人
の
脳
波
を
測
る
と
、
7
・
8
ヘ
ル
ツ

が
す
ご
く
出
て
い
る
の
で
す
。

「
え
っ
」
と
い
う
人
は
例
え
ば
、
こ

ち
ら
で
も
講
演
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
、

不
食
の
弁
護
士
の
秋
山
佳
胤
氏
で
す
。

約
3
年
前
に
私
が
お
会
い
し
た
と
き
は
、

ま
っ
た
く
食
べ
ま
せ
ん
し
、
水
も
飲
ま

な
い
の
で
す
。
そ
れ
で
弁
護
士
の
仕
事

を
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
趣
味
と
し
て

は
マ
ラ
ソ
ン
だ
そ
う
で
す
ね
。
走
る
ん

で
す
よ
!　

最
近
は
人
気
で
す
か
ら
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
呼
ば
れ
て
講
演
さ
れ
ま

す
。
私
も
何
回
か
聴
き
に
い
き
ま
し

た
。
や
あ
、
も
う
す
ご
い
熱
弁
を
奮
っ

て
、
会
場
は
皆
笑
う
ん
で
す
け
ど
、
ご

本
人
は
汗
を
一
杯
か
い
て
お
り
ま
す
。

で
も
水
は
飲
ま
な
い
、
も
の
は
食
べ

な
い
と
い
う
の
で
、
会
場
か
ら
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
問
「
お
し
っ
こ
は
し
ま

す
か
?
」、
答「
し
ま
す
よ
!
」、
問「
う

ん
ち
は
?
」、
答
「
し
ま
す
よ
!
」
食

べ
な
い
、
飲
ま
な
い
で
ど
う
し
て
出
る

の
か
?　

秋
山
さ
ん
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
プ
ラ
ー
ナ
か
ら
と
っ
て
い
る
と
言
う

の
で
す
が
、
そ
う
言
わ
れ
る
と
参
っ
ち

ゃ
い
ま
す
ね
。
水
に
つ
い
て
は
、
空
気

中
に
水
分
は
一
杯
あ
り
ま
す
か
ら
、
皮

膚
の
細
胞
か
ら
吸
収
し
て
、
血
液
に
水

を
送
れ
ば
補
え
る
の
で
、
水
は
飲
ま
な

く
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
他
の
事
例
で
は
、
睡
眠
時
間
が

最
近
1
日
30
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人

が
い
ま
す
。
私
が
会
っ
た
と
き
に
は
45

分
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
っ
た

く
眠
く
も
な
く
て
日
中
元
気
で
活
動
し

て
い
て
、
そ
の
睡
眠
時
間
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

そ
の
方
（
堀
大
輔
氏
）
も
先
の
秋
山

さ
ん
も
8
年
間
そ
の
生
活
が
続
い
て
い

る
そ
う
で
す
。
1
、
2
ヶ
月
の
修
行
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
の
方

た
ち
の
脳
波
も
測
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
7
・
8
ヘ
ル
ツ
が
強
い
の
で
す

ね
。
つ
ま
り
、
空
間
か
ら
一
杯
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
込
ん
で
い
る
の
で
す
ね
。

私
が
思
う
に
は
、
せ
っ
か
く
秋
山
さ
ん

や
堀
さ
ん
が
い
る
の
で
す
か
ら
、
本
当

に
生
理
学
上
の
研
究
の
知
見
の
あ
る
人

た
ち
が
、
二
人
を
被
験
者
に
し
て
研
究

し
た
ら
、
今
の
栄
養
学
と
か
生
命
維
持

の
常
識
は
、（
我
々
は
そ
れ
の
基
に
生

き
て
い
る
の
で
）
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い

の
で
す
が
、
も
う
少
し
枠
を
拡
げ
て
、

こ
う
い
う
人
た
ち
も
存
在
し
う
る
の
だ

と
い
う
こ
と
も
研
究
す
れ
ば
、
飢
餓
状

態
が
解
決
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
、
今
盛
ん
に
、
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め

に
水
を
飲
み
な
さ
い
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
秋
山
さ
ん
は
熱
中
症
に
な
っ

て
い
な
い
の
で
す
ね
。
我
々
の
知
識
は



間
違
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
変
に
偏

り
す
ぎ
て
い
ま
す
。
も
う
ち
ょ
っ
と
幅

を
広
く
し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

そ
う
い
う
変
わ
っ
た
方
々
の
脳
波
を

測
定
し
ま
す
と
、
日
中
は
7
・
8
ヘ
ル

ツ
の
脳
波
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
盛
ん
に
取

り
込
ん
で
い
ま
す
。
で
す
か
ら
も
の
を

食
べ
な
く
て
も
仕
事
は
出
来
ま
す
し
、

マ
ラ
ソ
ン
も
出
来
る
、
ひ
ょ
っ
と
し
て

地
面
か
ら
も
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
込
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

そ
れ
に
追
加
し
て
他
に
ど
う
い
う
人

が
い
る
の
か
ご
紹
介
し
ま
す
と
、
昨

年
（
2
0
1
8
年
）
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
イ

ナ
教
の
占
星
術
師
バ
ブ
ル
ジ
が
来
日
し

た
と
き
に
、
私
が
お
会
い
し
て
脳
波
の

研
究
を
し
て
い
る
こ
と
を
告
げ
ま
し
た

ら
、
に
わ
か
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
て
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
最
高
聖
者

に
会
わ
せ
る
の
で
、
イ
ン
ド
に
来
い
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。
10
月
に
ジ
ャ
イ
ナ

教
の
最
高
聖
者
キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
（
91

歳
）
に
お
会
い
で
き
ま
し
た
。
聞
く
と

こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
方
は
相
当

昔
か
ら
ま
っ
た
く
食
べ
ま
せ
ん
し
、
寝

ま
せ
ん
し
、
盲
目
だ
そ
う
で
す
。

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
の
元
に
大
勢
の
信

者
が
集
ま
っ
て
来
て
、
祝
福
を
受
け
る

の
で
す
が
、
私
も
祝
福
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
と
き
の
キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
と

私
の
脳
波
を
測
定
し
た
の
で
す
が
、
私

は
普
段
結
構
ア
ル
フ
ァ
波
が
出
る
ほ
う

な
の
に
、
キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
の
脳
波
の

測
定
レ
ベ
ル
で
表
示
し
ま
す
と
、
断
然

低
く
表
示
さ
れ
ま
す
。
た
だ
中
味
は
キ

ル
テ
ィ
ー
グ
ル
か
ら
の
7
・
8
ヘ
ル
ツ

の
脳
波
に
共
鳴
し
て
、
私
の
脳
波
も

7
・
8
ヘ
ル
ツ
が
か
な
り
出
て
お
り
ま

す
。
初
め
て
お
会
い
し
た
の
に
7
・
8

ヘ
ル
ツ
が
出
て
い
る
の
は
、
共
鳴
す
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
こ
の
場
に
存
在
す
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

実
は
キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
の
脳
波
に
は

い
ろ
い
ろ
な
周
波
数
の
脳
波
が
混
じ
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
先
ほ
ど
の
ヴ
ァ
ン

ア
レ
ン
帯
の
7
・
8
ヘ
ル
ツ
、
13
・
6

ヘ
ル
ツ
、
19
・
8
ヘ
ル
ツ
、
25
・
4
ヘ

ル
ツ
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら

食
べ
な
い
、
寝
な
い
の
で
す
。

私
は
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の
脳
波
が
す
ご

く
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
う
れ
し

く
な
っ
て
「
超
人
に
な
れ
る
か
な
」
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
に
帰
っ
て

測
り
ま
す
と
、
ま
っ
た
く
出
な
い
の
で

す
。
つ
ま
り
、
こ
の
キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル

の
い
る
場
で
出
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
ね
。
2
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
心
理

的
な
影
響
、
す
な
わ
ち
に
わ
か
信
者
で

畏
れ
多
い
で
す
か
ら
、
や
は
り
丁
重
に

扱
う
と
い
う
心
が
出
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
、
ま
た
は
実
際
に
影
響
を
与
え

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
ま
し
た

秋
山
佳
胤
氏
と
私
の
脳
波
（
下
図
）
で

す
が
、
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
間
中
、
ノ
イ

ズ
が
一
杯
出
ま
す
が
、
そ
の
中
に
隠
れ

て
7
・
8
ヘ
ル
ツ
が
一
杯
出
て
、
共
鳴

し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
秋
山
さ
ん

と
一
緒
に
過
ご
す
だ
け
で
も
、
結
構

7
・
8
ヘ
ル
ツ
の
脳
波
が
誘
発
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
。

次
の
図
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
リ
ー
パ
ー

堀
大
輔
氏
の
45
分
の
睡
眠
中
脳
波
で

す
。
真
ん
中
辺
り
、
11
分
間
も
の
す
ご

く
凝
縮
さ
れ
た
レ
ム
睡
眠
が
出
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
6
時
間
か
ら
8
時
間
か

け
て
取
っ
て
い
る
レ
ム
睡
眠
を
11
分
間

で
ま
と
め
て
取
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。

だ
か
ら
こ
れ
以
上
寝
な
く
て
い
い
ん
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
見
て
私
が

堀
さ
ん
に
、
45
分
睡
眠
で
な
く
て
、
30

分
睡
眠
で
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、

と
伝
え
ま
し
た
ら
、
今
は
30
分
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

❾
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こ
れ
ら
の
皆
さ
ん
の
脳
波
は
、
ヴ
ァ

ン
ア
レ
ン
帯
の
4
つ
の
周
波
数
帯
に
属

し
て
い
ま
す
。

ま
た
生
後
2
ヶ
月
の
女
の
赤
ち
ゃ
ん

の
脳
波
を
測
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
当

に
感
激
し
た
の
で
す
が
、
右
脳
と
左
脳

の
脳
波
が
ず
っ
と
完
全
に
重
な
り
ま

す
。
そ
し
て
7
・
8
ヘ
ル
ツ
、
13
・
6

ヘ
ル
ツ
の
周
波
数
で
強
く
共
鳴
し
て
お

り
ま
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
五
九
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

『
聲
』の
効
用
に
つ
い
て

〜
発
声
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
健
康
〜

　
　
　

講
師　

文
珠　

敏
郎 

氏

�（
医
学
博
士
、
耳
鼻
咽
喉
科
音
声
臨
床
医
）

　
　
　

講
師　

森
本　

ま
ど
か 

氏

�

（
音
声
訓
練
士
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）

日
時
：
令
和
3
年
6
月
19
日

会
場
：
ま
つ
む
し
音
楽
堂
2
Ｆ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
点
と
も

い
え
る
「
聲
」（
声
）
は
千
差
万
別
、
個

性
豊
か
で
暮
ら
し
や
職
業
と
密
着
し
て

い
ま
す
。
人
間
は
音
声
を
鳥
の
鳴
き
声

か
ら
学
ん
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す

が
、
よ
い
声
、
わ
る
い
声
、
な
ど
発
声

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
専
門
医
か
ら

お
話
し
を
う
か
が
い
ま
す
。
健
康
を
保

つ
秘
訣
が
「
声
」
に
あ
る
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

後
半
で
は
音
声
訓
練
士
・
森
本
ま
ど

か
氏
ら
ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
り

正
し
い
姿
勢
と
呼
吸
法
に
つ
い
て
の
実

技
指
導
、
ま
た
声
の
悩
み
に
も
お
こ
た

え
致
し
ま
し
た
。

進
行
は
和
田
高
幸
（
Ｋ
Ｐ
Ｓ
会
長
）

が
担
当
。

役
者
や
声
楽
家
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な

ど
「
声
」
を
使
う
職
業
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
多
彩
な
表
現
力
を
担
う「
声
」

は
、
身
近
で
あ
り
ふ
れ
た
存
在
と
は
い

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
疎
か
に
は
で
き

な
い
の
は
当
然
で
す
が
、
実
は
わ
た
し

た
ち
の「
健
康
」と
も
大
き
く
か
か
わ
っ

て
い
る
の
で
す
。
き
ょ
う
は
専
門
医
の

講
演
を
と
お
し
て
、「
声
」、
あ
る
い
は

「
発
声
器
官
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
見
識

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

旧
字
で
書
く
と
、『
聲
（
こ
え
）』
に

は
「
耳
」
と
い
う
字
が
入
っ
て
い
ま
す
。

声
と
耳
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
ね
。
耳
は
常
時
ひ
ら
い
て
い
て
、
目

の
よ
う
に
閉
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
音
声
を
聞
き
分
け
る
能
力
に
は
長

け
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
調
や
変

化
で
も
読
み
取
っ
て
し
ま
う
よ
う
で

す
。
も
ち
ろ
ん
自
分
の
発
す
る
声
も
的

確
に
聴
き
分
け
て
い
る
に
ち
が
い
あ
り

ま
せ
ん
。

発
声
と
い
う
行
為
は
、
口
や
喉
は
も

ち
ろ
ん
と
し
て
、
耳
や
呼
吸
器
官
、
循

環
や
神
経
・
内
分
泌
系
な
ど
、
ほ
ぼ
全

身
と
関
連
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
正
し
い
発
声
に
よ
り
、
体
調
が
改

善
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
加
齢
に
と
も
な
い
声
帯
や
ノ
ド

の
機
能
が
衰
え
て
き
ま
す
が
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
り
難
聴
や
誤
嚥
性
肺
炎
な

ど
、
病
気
の
予
防
が
で
き
そ
う
で
す
。

き
ょ
う
は
、
医
学
に
お
け
る
「
声
」

の
専
門
家
と
音
楽
に
お
け
る
「
声
」
の

専
門
家
と
い
っ
た
二
つ
の
立
場
か
ら
存

分
に
語
っ
て
い
た
だ
き
、
声
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、
さ
わ
り
だ
け
で
も

ご
指
導
い
た
だ
け
る
よ
う
画
策
し
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

◎
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

文
珠
敏
郎（
も
ん
じ
ゅ 

と
し
お
）氏

医
学
博
士
。
耳
鼻
咽
喉
科
音
声
臨
床

医
。
昭
和
11
年
、
大
阪
市
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
37
年
大
阪
医
科
大
学
卒
業
、
京
都

大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
教
室
入
局
。
京

都
大
学
医
学
部
付
属
病
院
、
天
理
よ
ろ

づ
相
談
所
病
院
、
近
畿
大
学
医
学
部
付

属
病
院
に
勤
務
後
、
大
阪
市
阿
倍
野
区

で
文
珠
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
・
音
声
ク
リ
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ニ
ッ
ク
の
診
療
に
35
年
携
わ
る
。
閉

院
後
、
南
大
阪
音
声
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小

文
式
音
声
訓
練
研
究
所
）
特
別
顧
問
と

し
て
後
進
の
育
成
、
ま
た
「
声
の
相
談

医
」
と
し
て
音
大
で
も
教
鞭
を
と
り
、

プ
ロ
、
ア
マ
を
問
わ
ず
、
声
の
悩
み
の

解
決
に
尽
力
し
て
い
る
。
著
書
に
「
声

の
悩
み
を
解
決
す
る
本
」（
現
代
書
林
）

「
大
切
な
声
を
守
り
続
け
る
本
」（
同
）

な
ど
。

森
本
ま
ど
か（
も
り
も
と 

ま
ど
か
）氏

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
。
音
声
訓
練
士
。
大

阪
音
楽
大
学
音
楽
学
部
声
楽
学
科
卒

業
。
朝
日
推
薦
演
奏
会
を
は
じ
め
、
イ

タ
リ
ア
の
ベ
ス
カ
ー
ラ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
コ
ン
セ
ル
ト
ヘ
ボ

ウ
ほ
か
国
内
外
の
演
奏
会
に
多
数
出

演
。「
こ
う
も
り
」
ア
デ
ー
レ
役
で
デ

ビ
ュ
ー
、
そ
の
後
「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド

ウ
」ハ
ン
ナ
、「
カ
ル
メ
ン
」ミ
カ
エ
ラ
、

「
マ
リ
ツ
ァ
伯
爵
夫
人
」
マ
リ
ツ
ァ
、

「
ほ
ほ
え
み
の
国
」
リ
ー
ザ
、「
ウ
ィ
ー

ン
気
質
」
ガ
ブ
リ
エ
ル
役
で
出
演
。
第

28
回
香
川
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
「
声

楽
部
門
第
3
位
、
日
本
歌
曲
部
門
第
2

位
。「
日
本
歌
曲
全
集
第
9
集
」、
ヴ
ォ

ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
［
ノ
ス
タ
ル
ジ

ア
］
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
～
心
や
す

ら
ぐ
時
を
求
め
て
～
な
ど
C
D
リ
リ

ー
ス
。
関
西
歌
劇
団
正
団
員
。
関
西
歌

曲
研
究
会
、
日
本
演
奏
連
盟
各
会
員
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
和
田
高
幸　

関

西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
、
元
産
経
新

聞
記
者
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ク
ー
ラ
ウ
協
会
会
員
。

論
文
に
「
音
楽
療
法
概
論
」（
Ｎ
Ｐ
Ｎ 

Ｓ
）、
著
書
に
「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ

ン
ト
の
秘
密
」（
ア
ニ
マ
2
0
0
1
）、

「
直
観
と
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」（
浪
速

社
）ほ
か
。

主
催
：
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
／
協

力
：
小
文
式
音
声
訓
練
研
究
所

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
五
八
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

※�

コ
ロ
ナ
禍
で
令
和
3
年
5
月
15
日
か

ら
日
程
変
更
さ
れ
た
講
演
で
す

政
木「
磁
気
治
療
器
」の
現
在（
い

ま
）
～
政
木
和
三
（
ま
さ
き
・
か

ず
み
）
先
生
（
元
阪
大
工
学
部
工

作
セ
ン
タ
ー
長
）
と
の
ご
縁
に
始

ま
っ
た
私
の
現
在
～

　
　
　
　

講
師　

北
野　

幸
治 

氏

日
時
：
令
和
3
年
7
月
17
日

会
場
：
阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
が
ス
タ
ー
ト

し
た
1
9
7
0
年
代
後
半
か
ら
80
年

代
初
頭
の
研
究
集
会
で
は
、
自
動
炊
飯

器
や
湯
沸
し
器
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
な
ど

数
多
く
の
発
明
品
を
世
に
出
し
た
政
木

博
士
が
毎
回
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
発
明
品
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る

「
超
強
力
神
経
波
磁
力
線
発
生
器
」
は

3
万
台
を
超
え
る
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た

も
の
の
、
宣
伝
文
句
に
効
能
が
謳
わ
れ

た
こ
と
が
法
に
触
れ
、
お
蔵
入
り
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
復
活
を
望
む
声
が
多
く
、
今

回
の
北
野
講
師
が
当
時
の
製
品
そ
の
ま

ま
に
復
刻
さ
れ
た
の
は
朗
報
で
す
。
初

代
発
売
時
か
ら
政
木
博
士
と
と
も
に
製

造
販
売
に
携
わ
っ
た
北
野
講
師
の
実
父

や
鏑
射
寺
の
中
村
和
尚
の
お
話
し
な

ど
、
サ
イ
科
学
会
な
ら
で
は
の
内
容
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

講
演
内
容

日
本
家
電
の
父
（
生
み
の
親
）
と
も

呼
ば
れ
て
い
た
天
才
発
明
家
、
政
木
和

三
先
生
の
元
を
昭
和
5
年
（
1
9
3
0

年
）
生
ま
れ
の
実
父
が
小
学
校
の
高
学

年
（
5
年
生
）
の
頃
よ
り
先
生
の
ご
実

家
へ
通
い
始
め
た
の
が
ご
縁
の
は
じ
ま

り
で
、
実
父
が
平
成
5
年
（
1
9
9
3

年
）
に
起
業
独
立
す
る
際
、
先
生
が
人

生
の
集
大
成
と
し
て
発
明
さ
れ
た
「
超

強
力
神
経
波
磁
力
線
発
生
器
」
製
造
の

お
仕
事
を
賜
わ
り
、
私
自
身
も
阪
神
大

震
災
の
あ
っ
た
平
成
7
年
（
1
9
9
5

年
）
よ
り
合
流
、
当
時
の
林
原
生
物
科

学
研
究
所
内
に
あ
っ
た
政
木
研
究
所
の

政
木
先
生
と
先
生
の
奥
様
と
と
も
に
そ

の
機
器
の
製
造
販
売
に
従
事
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
な
か
、
平
成
10
年
の
薬
事
法

改
定
に
よ
り
、
病
気
が
治
癒
す
る
と
い

う
類
い
の
パ
ル
ス
波
の
磁
気
を
発
す
る

機
器
（
正
弦
波
の
磁
気
は
家
庭
用
磁
気

治
療
器
と
し
て
許
認
可
Ｏ
Ｋ
）
の
製
造

販
売
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
機
器
を

「
Ｍ
リ
ン
グ
」
と
い
う
名
に
変
更
（
命
名

は
私
）、
そ
し
て
、
機
器
内
部
を
ア
ナ

ロ
グ
回
路
方
式
よ
り
デ
ジ
タ
ル
回
路
方

式
へ
と
変
更
し
、
水
と
お
酒
が
美
味
し

く
な
る
機
器
と
い
う
宣
伝
文
句
に
変
え

再
度
製
造
販
売
を
試
み
る
も
、
や
は
り

水
面
下
に
て
病
気
治
癒
を
謳
っ
た
裏
の

宣
伝
等
々
が
仇
と
な
り
、
政
木
先
生
と

と
も
に
実
父
も
逮
捕
さ
れ
、
政
木
先
生

は
ご
病
気
発
症
の
た
め
不
起
訴
処
分
と
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な
り
ま
し
た
が
、
実
父
は
先
生
の
身
代

わ
り
に
な
る
の
だ
！
と
薬
事
法
違
反
の

刑
に
処
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
先
生
が
他
界
さ
れ
、
実
父

は
過
去
に
3
万
5
千
台
近
く
販
売
さ
れ

た
機
器
の
修
理
対
応
の
み
従
事
し
て
い

ま
し
た
が
、
2
0
1
0
年
に
私
が
脱

サ
ラ
を
し
た
の
を
機
に
、
政
木
先
生
と

父
親
の
名
誉
回
復
の
た
め
、
ま
た
、
ユ

ー
ザ
ー
の
方
々
か
ら
の
ご
要
望
も
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
機
器
の
復
活
を

決
意
し
ま
し
た
。

自
己
紹
介
に
あ
り
ま
す
通
り
、
政
木

先
生
の
か
つ
て
の
お
仲
間
の
方
々
か
ら

の
有
り
難
き
ご
協
力
も
あ
り
、
ブ
ロ
グ

やY
ouT
ube 

の
運
営
を
含
め
機
器
の

復
活
を
目
指
し
て
起
業
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
実
父
が
2
0
1
9
年
7
月

1
日
に
他
界
し
ま
し
た
が
、
様
々
な
出

来
事
に
よ
る
必
然
の
流
れ
に
よ
り
、
こ

の
2
0
2
1
年
3
月
頃
よ
り
本
家
本
元

で
あ
る
ア
ナ
ロ
グ
回
路
式
復
刻
版
磁
力

線
発
生
器
を
復
活
さ
せ
る
に
至
っ
て
い

ま
す
。
様
々
な
表
沙
汰
に
出
来
な
い
不

思
議
な
現
象
や
体
験
は
も
と
よ
り
、
人

生
の
学
び
等
々
を
現
在
の
お
師
匠
様
で

あ
る
煎
茶
道
黄
檗
賣
茶
流
（
お
う
ば
く

ば
い
さ
り
ゅ
う
）
中
澤
弘
幸
先
代
御
家

元
や
保
江
邦
夫
先
生
よ
り
親
く
賜
わ
っ

て
い
る
昨
今
で
す
の
で
、
そ
の
旨
、
政

木
先
生
、
鏑
射
寺
の
中
村
公
隆
先
生
、

現
在
の
お
師
匠
様
、
保
江
先
生
等
々
、

諸
先
生
方
の
お
教
え
や
現
段
階
・
現
時

点
で
私
が
総
合
的
に
学
び
感
じ
実
践
し

て
き
た
宇
宙
の
法
則
に
つ
い
て
皆
様
へ

お
伝
え
、
ご
紹
介
出
来
れ
ば
幸
い
に
存

じ
ま
す
。（
講
師
記
）

◎
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

北
野
幸
治（
き
た
の 

こ
う
じ
）氏

1
9
6
7
年
大
阪
府
豊
中
市
に
生

ま
れ
る
。
政
木
和
三
先
生
（
元
大
阪
大

学
工
学
部
工
作
セ
ン
タ
ー
長
）
の
著
書

に
記
さ
れ
た
お
教
え
を
2
0
1
3
年

3
月
頃
よ
り
ア
メ
ー
バ
ー
ブ
ロ
グ
へ

日
々
一
日
も
欠
か
さ
ず
無
償
で
掲
載
を

継
続
し
て
い
ま
す
。
私
の
軸
と
な
る
根

本
の
仕
事
は
、
政
木
和
三
先
生
が
発
明

さ
れ
た
「
超
強
力
神
経
波
磁
力
線
発
生

器
」
の
製
造
販
売
（
完
全
ア
ナ
ロ
グ
復

活
版
）で
す
。

2
0
1
4
年
に
鏑
射
寺（
か
ぶ
ら
い

じ
）の
中
村
公
隆
先
生
よ
り『
2
0
1
5

年
の
春
先
か
ら
、
日
本
が
世
界
の
雛
形

と
し
て
始
動
す
る
』
と
い
う
御
言
葉
を

頂
戴
し
た
の
を
機
に
、
今
の
私
の
お

師
匠
様
（
煎
茶
道
黄
檗
賣
茶
流
中
澤
弘

幸
先
代
家
元
）
と
出
逢
い
、
そ
の
お
仲

間
内
（
門
下
）
の
お
ひ
と
り
で
あ
る
保

江
邦
夫
（
や
す
え
・
く
に
お
）
先
生
と

の
出
会
い
に
よ
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
日
本
が
世
界
の
雛
形
と
な
る
べ

く
、
世
の
た
め
人
々
の
た
め
に
、
微
力

な
が
ら
そ
の
お
手
伝
い
に
携
わ
ら
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
、
と
現
在
の
お
師

匠
様
の
下
で
日
々
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

健
康
で
長
寿
の
生
き
方

　
　

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
前
会
長

�

森
安　

政
仁

・�

健
康
と
は
、
体
と
心
と
霊
の
三
者
の

関
係
が
調
和
状
態
に
あ
る
時

・�

頑
固
が
ス
ト
レ
ス
を
呼
び
、
病
気
に

つ
な
が
る

・�

物
事
に
集
中
す
る
と
健
康
で
長
寿
で

い
ら
れ
る

世
界
中
の
人
は
、
皆
こ
の
世
に
修
行

に
来
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
若
い
時
、

中
年
、
老
後
ま
で
人
生
の
勉
強
を
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
昔
か
ら
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
若
い
時
、
他
人
の
所
で

人
生
の
修
行
を
す
る
の
が
良
い
。
中
年

ま
で
の
修
行
は
い
い
が
、
老
後
の
修
行

は
大
変
に
な
り
ま
す
。
私
の
相
談
の
中

か
ら
気
づ
い
た
の
は
、
三
代
目
に
な
る

と
、
言
葉
は
う
ま
い
の
で
す
が
、
野
菜
、

果
物
と
一
緒
で
温
室
育
ち
の
人
は
、
一

回
挫
折
す
る
と
立
ち
直
る
の
が
大
変
な

よ
う
で
す
。

私
の
経
験
で
は
、
お
ぼ
っ
ち
ゃ
ま
、

お
嬢
さ
ま
で
育
っ
て
い
る
人
が
、
老
後

の
苦
労
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
昔

の
諺
通
り
、
若
い
時
世
の
中
に
出
て
人

の
痛
み
や
思
い
や
り
の
大
切
さ
を
勉
強

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
の
信
仰
の
原
点
と
な
る
の
は
、
40

年
前
に
志
岐
先
生
よ
り
教
え
て
頂
い

た
、
人
を
憎
ま
な
い
、
人
か
ら
憎
ま
れ

な
い
生
き
方
こ
そ
健
康
の
証
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
40
年
経
っ
て
も
そ
れ
を
実

行
し
た
人
は
健
康
で
生
活
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
家
庭
の
調
和
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
父
親
と
母
親
に
親
孝
行
す

る
と
幸
せ
が
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
。

若
い
時
か
ら
争
い
ば
か
り
し
て
い
る

と
、
老
後
で
幸
せ
は
な
い
と
信
じ
ま

す
。
そ
し
て
、
世
の
為
、
人
の
為
に
徳

を
積
ん
だ
先
祖
の
い
る
方
、
若
い
時
か

ら
社
会
に
奉
仕
し
て
い
る
人
が
、
店
に

来
る
と
、
お
客
を
沢
山
呼
ん
で
く
れ
る

と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
10
年
間
の
勉
強
で
確
か
め
た
の

は
、
会
社
で
も
個
人
の
商
店
で
も
、
組
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し、力学変形に重畳する状態で、PK変形が進
行している。0.07％ C軟鋼板で、熱処理は真
空中の焼鈍。99 .99％ Al圧延材、真空中焼鈍
材。何れも多結晶体である（サイ科学、Vol.1 , 
No. 2、1976、等参照）。PK変形の特長は、階
段状変形のある事で、負荷時の階段状並びに
除荷時の過度の戻り、これ等は通常の力学変
形には無い現象である。つぎに硬さ変化をみ
る。熱的には最も安定な焼き鈍し材にサイ（気）
を作用させると、より柔らかになるこれは、サ
イ（気）が極小粒【光子対】なので結晶粒内の原
子を素通りして結晶粒界に達し、結晶粒界にあ
るヒズミを緩和することによるのだろう。
このことは、応力ヒズミ曲線にも現われてる。
つまり、変化曲線のサイ（気）による異常性に
も、同一現象（軟化、硬化）が現れている。こ
のことは、さらに破断面にも表れている。つま
り小範囲の切断面内に延性波面（デンプル）と
脆性破面（ブリットル）が多数表われている。
以上、サイ（気）を作用させたときの多結晶材
料に現れる異常性は、サイ（気）が極小粒であ
ること、ならびにサイ（気）自体がヒズミを除去

する性質がある為であると判断できる。なお、
この現象は、日本の少年たちの念力の場合に
は「＋30％【硬化】〜－30％（柔化）程度」で
あった。
「念写と透視」現象は、2010 年に福来友吉博
士によって発見された。先生は、「念」は願い
をもったエネルギーとして時間や空間を超えて
宇宙全体に広く充満していると主張した。つま
り意識の一部は体外に放出されて、「念」として
機能している。量子脳理論で著名なロジャー・
ベンローズ（英、1931〜現在）は、2020年度の
ノーベル物理学賞を受けた。そして、「意識は
原子の振舞いや時空の中に、すでに存在して
いる」と説明した。これは、福来説を理論的に
確認したものとも受け取れる。著者らは、2021
年に意識（ASC 下）と物質の関係を提案した
（次号参照）。

（注訳）本研究に先行して宮内力、福田豊、両
先生の「光湧きだし」実験がある（清田益章氏
対象）、ご指導戴いた品川次郎先生に御礼申
し上げます。

織
の
長
た
る
人
が
う
ま
く
調
和
を
作
っ

た
と
こ
ろ
が
良
い
方
に
い
く
と
い
う
こ

と
で
す
。

健
康
で
一
生
を
過
ご
す
。
そ
の
秘
訣

は
人
間
関
係
を
い
つ
も
あ
り
が
と
う
の

気
持
ち
で
過
ご
す
生
活
だ
と
思
い
ま

す
。
い
つ
も
穏
や
か
で
き
れ
い
な
心

で
、
神
と
先
祖
に
感
謝
し
反
省
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
に
祈
り
の

あ
る
生
活
が
大
切
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
寿
命
は
伸
び
、
自

分
や
子
や
孫
に
徳
が
伝
え
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
き
方
こ
そ
何

代
も
続
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
何

代
も
続
い
て
い
る
家
庭
で
は
、
地
域
に

奉
仕
し
、
子
ど
も
に
正
し
い
生
き
方
を

教
え
て
い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

20
年
来
の
友
人
が
警
察
の
署
長
時

代
、
2
年
間
死
亡
事
故
が
0
で
あ
っ
た

の
で
す
が
、
署
長
が
替
わ
っ
た
ら
、
す

ぐ
死
亡
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
こ

そ
徳
を
積
ん
だ
人
の
証
と
思
い
ま
す
。

商
店
で
も
会
社
で
も
、
同
業
同
士
で

単
価
で
競
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
会

社
、
商
店
の
生
き
方
こ
そ
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
徳
の
あ
る
「
会
社
、
商
店
」

と
「
会
社
、
商
店
」
同
士
が
取
引
し
て

い
る
と
、
こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
時
代
で

も
、
目
に
見
え
な
い
世
界
で
応
援
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。

病
気
の
原
因
は
、
80
％
位
は
自
分
の

心
の
想
念
が
悪
い
方
に
怒
り
、
憎
し

み
、
妬
み
を
も
つ
こ
と
と
共
に
、
相

手
か
ら
の
悪
い
想
念
が
来
る
こ
と
で

す
。
体
に
不
調
が
来
た
ら
、
そ
の
こ
と

に
早
く
気
づ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
状
態
を
長
い
年
月
続
け
て

い
る
と
、
先
祖
か
ら
い
た
だ
い
た
肉
体

の
弱
い
と
こ
ろ
が
病
気
に
な
り
が
ち
で

す
。頭

痛
、
腰
痛
、
し
び
れ
、
肩
の
こ
り
、

目
の
充
血
等
、
い
ろ
い
ろ
な
不
調
が
き

ま
す
。
相
手
が
分
か
っ
た
ら
、
そ
の
時

早
く
相
手
に
詫
び
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
40
年
間
、
全
国
縁
の
あ
る

人
を
助
け
、
自
分
も
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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いる原始仏教の経典の一つに法句経がある。
その最初に、

“意（おもい）は諸法（すべて）に先立ち、諸法（す
べて）は意（おもい）に成る”
と説かれている。釈迦はこの言葉で、ここで言
う統一への流れを指摘されたものではなかろう
か。誠に、人がこの世で最初に立ち上げること
のできるものは意（おもい）であり、これこそ秩
序を創り出す創造の働きの原点である。その意
（おもい）は清らかでありたいものだ。

さて我々の住む現実の科学の世界に目を移す
と、“統一への働き”の流れはIT という便利で
はあるが（恐らくは）手に余る技術を創り出して
しまった。その技術は我々の行動につきものの
時間・空間に関する制限を取り払ってしまった。
たとえばロンドンの出来事を知るのにかかった
時間が年単位から月単位さらには日単位となり、
ついには瞬時となってしまった。社会から時間
の制限が消えたのである。同じく場所の制限も
消えてしまった。この変化は、視覚の利用が発
明されたカンブリア紀にも例えることができる
のではないか。ご承知のように、カンブリア紀
には生物進化の大爆発が起こった。同じような
激動がこれから起きるものと推察できる。
“何事もまず意（おもい）が先に立つ”という

お釈迦様の言葉に従い、これから予想される変

化の大波に対し役に立つように、私は今、自分
の想いを込めてオンライン大学校の立ち上げを
企画している。激動への対処に最も気を付ける
ことは、現にある思い込みへの固執に気づきこ
れより離れることである。大学校の内容は、新
しい気付きの方法とその気付きを具体化する基
礎力の涵養としてある。何もない所に新しい意
（おもい）を建てるという作業に直面して初めて、
命の統一へ向かう働きを実感している。

結語：
確率論のランダムウオークの考察で、混沌

は2つの異なった方向の働きへ整然と分離する
ことを見出した。これを基に、自然現象に働く
法則と命の働きの法則を併せて混沌に帰する
という一つの仮説に達した。そこでまた、その
法則に則っている自分とは何かという疑問が湧
く。世界をこのように意識して眺めている自分
がそこにいる。まるで再帰方程式のようである。
その自分を眺める自分は集合意識ではなかろう
か。私は何かの視線を感じる。

脳波の周波数を下げて変性意識状態（ASC）
になり、強く意念する。すると、超常現象（念
力、PK）が生起してくる。この時、不思議な
事に、「意識（念）が物質の作用を助ける」とい
う現象がおきてくる。もともと、精神と物質は
異質であって混ざり合うことは無いはずであ
る。他方、「透視と念写」の原因は、陰陽サイ
spin対【光子群】「略称：サイ（気）」の作用で
あることが判明した（佐々木、佐藤， 2018年）。
サイ（気）は、変性意識状態（ASC）に入った能

力者から体外に放出され、意識体を形成する。
このサイ（気）が、物質としての「【光】現象」
ならびに「金属（鉄、アルミ）変形現象、硬さ」
に対して、どの様な変化を与えるかについて、
検討した。（物質としての）電磁波（ON、OFF）
と、（意識体としての）「サイ（気）」の関係をみる。
電磁波とサイ（気）は光の一種なので、相性

が良い。両者の間には単純な加算則が成立し
ている。他方、一例として、金属を見る。金
属の降伏点付近が念力（PK）の発生点に相当

意識が物質化して、物質の作用を助けている意識が物質化して、物質の作用を助けている
栗田  慶祐



最後は軸に戻るパス

直観的には、軸を切らない散らばったパスの
方が圧倒的に多いように見える。多数回の自由
な徘徊の末に最後に元に戻るパスは制限的に思
える。大方がこのように感じる。しかし驚くべ
きことに、実は両者の数は同じなのである。こ
れは、理論的に厳密に証明できる。
問題を詳しく述べると、次のようになる。
「2nステップのランダムウオークの最終点で
の結果を分類する。最終点での位置は2つに分
けられる。
（1）  ｘ軸上にないパス
（2）  ｘ軸上に戻っているパス
当面のパスの長さは2nステップに限る。こ
の条件での（1）の散らばったパスの中の、パス
の途中で一度でもｘ軸に触れたもの（それらは
純粋にいつも同じ側にいたものではないパス）
は、触れたところで新しいパスが始まるので除
外される。すなわち（1）は2nステップで一度も
ｘ軸を切らないものに限る。

混沌としか見えないランダムな動きが、一度
も軸に戻らない運動（これを拡散と呼ぼう）と最
後は規則的に元の軸に戻る運動（これを統一と
呼ぼう）の反対の性格を持つ2つのものに分か
れるのである。しかも、1対1で。
この数学的事実から、私は次のような気付き
を得た。
「我々の周りに認められる2 つの反対方向の
働き、すなわち物理的な拡散運動とバラバラな
状態をまとめて秩序に向かわせる命の働きは、
もともと宇宙にある混沌という実在から分離し
たものではないか。すなわち混沌という一つの
ものが、物理の法則と生命の働きの2つに分か
れたのではないか。
混沌=物理の拡散法則+生命の統一の働き」
このように考えれば、2つの真逆の方向の働

きが実世界に混在することが理解できる。最初

の生命が具体的に如何なるプロセスにより出来
上がったかは未だ深遠な謎である。しかしこの統
一の働きという根本原理を、今述べたように混沌
に由来すると解釈することは可能ではないか。
この理由付けを是とすれば、人の気づきや創
造のメカニズムの背景が非常にクリアになる。
気づきとは、なにか類似性があると感じられる
多様な事柄の中を貫く核心の発見である。その
核心の発見への経緯は、途中までは理屈で追っ
ていけるが、最後のステップでは飛躍が伴う。
類似性を持つ多様な事柄の認識とその布置は、
喩えで言えば、同一の平面上に散布しているが
ごときものである。これをその平面と同じ目線
で見る限り、全体をつなぐ隠された統一性は見
つからない。その平面を拡張して平面を離れた
視点に立ってのみ、新しいものが見つかる。こ
の瞬間の飛躍のプロセスは、本然として流れる
“命の統一性に向かう働き”に帰すしかない。

気付きにより見つけた新しい核心の展開が創
造である。

さてこの“統一への働き”は進化の末、意識
を生みさらに自己意識を生んだ。自己意識は物
事の合理的な展開の理法に気づき、何かの処
理において自分にとりうまい方法の工夫の知恵
を見つけるに至った。この合理性の発見は、人
類のある面での驚異的な発展の原動力である。
しかしながら合理性には、自己意識を持つ判断
の主体者自身の利が基準として含まれることは
避けられない。ここに我・執着が発生し悪が生
じる。聖書に“アダムが禁じられていた知恵の
リンゴを食べ堕落が始まった”とあるが、この
ことであろう。統一の働きの進化の先の自己意
識自体に“悪”の根源があることを重く受け止め、
慎みを貴ぶ社会にしたいものだ。

釈迦のお説きになったことに近いとされて

�

意識が物質化して、物質の作用を助けている意識が物質化して、物質の作用を助けている
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世に自然にあるものは、あまりに当然に思え
るがゆえに、特別の契機がない限りその理由を
問うことを思いつかない。
私は毎日自分の一日のために朝コーヒーを入

れる。それは時間が経てば必ず冷たくなってい
る。気にも留めないが、理由を問われればそれ
は物理法則が熱の状態が一様になるように働く
が故であることは知っている。
日課の川辺の散歩のたびに、雨を得て草木が
勢いよく育つのを目にする。岩の裂け目の思い
がけないところからも伸びている。草木が水と
光と栄養素という簡単なものから自分を創り上
げるということは学んで知っている。
これらはごく普通の事柄である。しかしなが

ら注意してみれば、これらは2 つの方向の真反
対の原理に支配された現象であることが見出さ
れる。暖かいコーヒーの時間とともに冷めるの
は秩序から一様に向かう物理法則に従う現象で
あり、もう一つは、バラバラな素材から秩序を
創り出す命の働きである。この2 つの異なった
働きが共に存在することは疑いようがない。そ
れは見慣れた当然なことであるがゆえに、その
理由を問うことは思いつかない。しかし何とな
くこれを問わないことに私は居心地の悪さを感
じていた。
全く別の文脈であるが、確率論の一分野に

ランダムウオークがあり、これを詳しく考える
ことがあった。その運動は、時間の進展ととも
に一定の長さで上下に確率1/2で変化するもの
とモデル化することができる。次の図は、時間
軸を横にその時のランダムな上下の位置を縦に
とったそのありえる経過の軌跡である。

中心線は時間軸

多くのステップのとる軌跡（パス）を想像して
みよう。それは文字通りランダムで、全体の姿
はまさしく混沌の姿であろう。いま上下の位置
が0である点が時間に沿って移動するものを軸
と呼ぼう。ここで皆様に次の問いかけをしたい。
「多くのステップ後に、その軌跡が一度も軸を
切らない散らばったパスの数と最後に軸に戻っ
た収束したパスの数とを考える。どちらの方が
多いであろうか」
比較すべき2つの状態を図にすると、次のよ

うになり、どちらの方が多く起きると考えるか
のあなたの答えを聞いている。

軸を切らないパス

					     日本サイ科学会会長　浪平  博人

気づき気づき


